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当ファンドの仕組みは次のとおりです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 無期限 

運 用 方 針 

主として日本を含む世界各国の株式に投資し、
中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行
います。なお、原則として、日本企業への投資に
あたっては、ADRを利用します。 

主要投資対 象 

ＷＣＭ 世界成長株厳選 
ファンド(資産成長型) 

ＷＣＭ セレクト グローバ
ル グロース株式マザーファ
ンド受益証券を主要投資対象
とします。 

Ｗ Ｃ Ｍ  セ レ ク ト 
グローバル グロース株式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

日本を含む世界各国の株式を
主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

ＷＣＭ 世界成長株厳選 
ファンド(資産成長型) 

株式への実質投資割合には、
制限を設けません。外貨建資
産への実質投資割合には、制
限を設けません。 

Ｗ Ｃ Ｍ  セ レ ク ト 
グローバル グロース株式 
マ ザ ー フ ァ ン ド 

株式への投資割合には、制限
を設けません。外貨建資産へ
の投資割合には、制限を設け
ません。 

分 配 方 針 

年1回(2月25日。休業日の場合は翌営業日)に、
配当等収益および売買益などのうちから、基準
価額水準、市況動向等を勘案して分配を行う方
針です。ただし、分配対象額が少額の場合は分配
を行わないこともあります。 
収益分配金額の決定にあたっては、複利効果によ
る信託財産の成長を目指すため、原則として分配
を極力抑制する方針とします(基準価額水準、市
況動向等によって変更する場合があります)。 

 

 
運用報告書(全体版) 

ＷＣＭ 世界成長株厳選ファンド 

（資産成長型） 

愛称〔ネクスト・ジェネレーション〕 

第５期 

(決算日 2026年２月25日) 

 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げ

ます。 

さて、当ファンドは、このたび、上記の決算

を行いました。ここに、期中の運用状況をご報

告申し上げます。 

今後とも、一層のお引立てを賜りますようお

願い申し上げます。 
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（参考情報） 

○受賞実績 

 

「ウエルスアドバイザーアワード2025」 

“NISA 成長投資枠”ＷＡ優秀ファンド賞を受賞しました 
 
ウエルスアドバイザー株式会社が実施する「ウエルスアドバイザーアワー

ド2025」において、“NISA 成長投資枠”ＷＡ優秀ファンド賞（国際株式型 

部門）を受賞しました。 

【「ウエルスアドバイザーアワード2025」について】 

ウエルスアドバイザーアワード2025「“NISA 成長投資枠”ＷＡ優秀ファンド賞」は過去の情報に基づくものであり、将
来のパフォーマンスを保証するものではありません。また、ウエルスアドバイザーが信頼できると判断したデータによ
り評価しましたが、その正確性、完全性等について保証するものではありません。著作権等の知的所有権その他一切の
権利はウエルスアドバイザー株式会社に帰属し、許可なく複製、転載、引用することを禁じます。 
当賞は国内公募追加型株式投資信託のうち、2025年12月30日における『NISA 成長投資枠登録のアクティブファンド』を
選考対象として独自の分析に基づき、各部門別に総合的に優秀であるとウエルスアドバイザーが判断したものです。 
国際株式型 部門は、選考対象ファンドのうち、同年12月末において当該部門に属するファンド611本の中から選考され
ました。 
 
※ウエルスアドバイザー株式会社（旧モーニングスター株式会社） 
1998年3月27日の創立以来、約25年にわたり、国内の投資信託を中心とした金融商品評価事業を行ってまいりました。2023年3月30日付で
米国Morningstar,Inc.へブランドを返還し、以降、引き続き中立・客観的な立場で、投信評価事業をウエルスアドバイザー株式会社で行っ
ております。 

 

 

「 LSEG リッパー・ファンド・アワード 2026 ジャパン」 

最優秀ファンド賞を受賞しました 
 
ロンドン証券取引所グループ（LSEG）が実施する「LSEG リッパー・ファン

ド・アワード 2026 ジャパン」において、最優秀ファンド賞（リッパー分

類：株式型 グローバル ／ 評価期間：3年）を受賞しました。 

【｢LSEG リッパー・ファンド・アワード｣について】 

LSEG リッパー・ファンド・アワードは毎年、多くのファンドのリスク調整後リターンを比較し、評価期間中のパフォー
マンスが一貫して優れているファンドと運用会社を表彰いたします。 
選定に際しては、「Lipper Leader Rating （リッパー・リーダー・レーティング）システム」の中のコンシスタント・リ
ターン（収益一貫性、エフェクティブ・リターン）」を用い、評価期間3年、5年、10年でリスク調整後のパフォーマンスを
測定いたします。評価対象となる分類ごとに、コンシスタント・リターンが最も高いファンドにLSEG リッパー・ファン
ド・アワードが贈られます。詳しい情報は、lipperfundawards.comをご覧ください。LSEG Lipperは、当該情報に含まれる
データの正確性・信頼性を確保するよう合理的な努力をしていますが、それらの正確性については保証しません。 
LSEG リッパー・ファンド・アワードのロゴは、LSEG Lipper の評価結果に基づき授与されたものであり、ロゴと共に記
載される情報について、LSEG Lipper はその正確性、完全性、または信頼性を保証するものではありません。 
 
※これらの評価は過去の一定期間の実績を分析したものであり、将来の運用成果等を保証したものではありません。  
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○本報告書の表記について 

・原則として、数量、額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しています。ただし、単位未満の数値については小数で表記する

場合があります。－印は、組入れ、異動などの該当がないことを示します。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 
期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

2021年10月13日 10,000 － － 10,000.00 － － － 494 

１期(2022年２月25日) 7,950 0 △20.5 9,786.31 △ 2.1 94.8 － 2,655 

２期(2023年２月27日) 7,183 0 △ 9.6 10,871.77 11.1 77.4 － 2,566 

３期(2024年２月26日) 10,204 0 42.1 14,865.02 36.7 94.5 － 2,296 

４期(2025年２月25日) 15,199 0 49.0 17,321.14 16.5 87.8 － 4,600 

５期(2026年２月25日) 22,936 0 50.9 22,110.74 27.7 95.1 － 75,971 
 

（注） 基準価額および分配金は1万口当たりの値です。 

（注） 設定日の基準価額は当初設定価額、純資産総額は当初設定元本を記載しています。 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込みで計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 

（注） 参考指数は、MSCI オール・カントリー・ワールド・インデックス(配当込み、ドルベース)をもとに、当社で対顧客電信売買相場仲値

(円／ドルレート)を使って円換算したもので、当ファンドの設定日の前営業日を10,000として指数化しています(ただし設定日の前営

業日は当日のMSCIを使用)。当該外貨建指数については基準価額への反映を考慮して前営業日の値を使用しています。(以下同じです｡)
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○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率  騰 落 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年２月25日 15,199 － 17,321.14 － 87.8 － 

２月末 14,869 △ 2.2 16,994.84 △ 1.9 91.1 － 

３月末 14,169 △ 6.8 16,478.53 △ 4.9 94.0 － 

４月末 14,144 △ 6.9 15,770.93 △ 8.9 93.9 － 

５月末 16,292 7.2 16,900.72 △ 2.4 93.0 － 

６月末 17,131 12.7 17,706.22 2.2 93.8 － 

７月末 18,319 20.5 18,676.46 7.8 93.0 － 

８月末 18,737 23.3 18,828.75 8.7 95.2 － 

９月末 20,758 36.6 19,594.84 13.1 87.4 － 

10月末 21,258 39.9 20,807.77 20.1 91.6 － 

11月末 20,604 35.6 21,081.93 21.7 91.3 － 

12月末 21,423 41.0 21,519.36 24.2 93.7 － 

2026年１月末 22,232 46.3 21,746.09 25.5 92.5 － 

(期  末)       

2026年２月25日 22,936 50.9 22,110.74 27.7 95.1 － 
 

（注） 基準価額は1万口当たりの値です。 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比で計算しています。 

（注） 当ファンドはマザーファンドを組入れますので、株式組入比率、株式先物比率は実質比率を記載しています。 

（注） 株式先物比率は買建比率－売建比率です。 
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◎運用経過(2025年2月26日～2026年2月25日) 

○当期中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金(税込み)を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマ

ンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額および参考指数は、期首の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第2位を四捨五入して表示しています。 

 

○基準価額の主な変動要因 
主な上昇要因としては、半導体やソフトウェアなどテクノロジー関連を中心とした主要企業

の好決算、米中対立や中東情勢など地政学的リスクの低下、並びに米金融当局による利下げ期

待の高まりなどが挙げられます。 

主な下落要因としては、米中貿易摩擦の拡大やそれに伴う世界的な景気後退懸念の高まり、

AI(人工知能)への投資拡大に伴う一部企業の財務体質の悪化や、AIによって既存のソフトウェ

ア関連企業等の提供するサービスが代替されるとの懸念、中東情勢など地政学的リスクの高ま

り、並びにトランプ米政権の追加関税導入によるインフレの進行や個人消費の低迷などへの懸

念の高まりが挙げられます。 
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○投資環境 
当期の海外株式市場は、当初はトランプ米政権による追加関税に関する発表が相次いだこと

や、同政権による中国への関税率引き上げ等を受け軟調地合いでのスタートとなりましたが、

大手テクノロジー企業を中心とする好調な米企業決算や、米中貿易摩擦を巡る警戒感の後退な

どを受け反発基調を強めました。その後もFRB(米連邦準備理事会)による利下げ期待の高まり

等を背景におおむね上昇基調で推移しました。2026年以降も好調な企業業績動向が好感され相

場は堅調地合いを維持しましたが、期末にかけてはAIの台頭により、既存のソフトウェア関連

企業の提供するサービスが代替されるとの懸念が台頭したことから、やや上値の重い展開とな

りました。 

 

期首は、米半導体やソフトウェア大手企業が好決算を発表したことや、利下げが確実視され

たことを受け、相場はハイテク株中心に上昇して始まりました。その後、トランプ米大統領が

中国に100％の追加関税を課すと発表すると相場は大きく下落しましたが、好調な企業決算の

発表などから値を戻し、その後も米中貿易懸念が後退したことや、FRBが利下げを行ったこと

などから反発しました。2025年11月に入ると利下げ期待の後退から株式市場は再度下落する局

面もありましたが、予想を下回る小売売上高を受けて、利下げ期待が再び高まり、相場は反発

しました。年末にかけてはAI開発に向けた一部テクノロジー企業の負債拡大への懸念が強まっ

たことなどから、相場は下落する局面もありましたが、大手半導体企業の堅調な決算を受けて

反発し、2026年に入っても景気の底堅さを示す経済指標や、大手半導体企業の堅調な決算など

が好感され、相場は堅調地合いを維持しました。しかしながら期末にかけては、既存ソフト

ウェア・サービスをAIが代替するとの懸念が加速したことなどが嫌気され、やや上値の重い展

開となりました。 

当期末の海外株式市場は結局、期首比で上昇しました。地域別では、エマージング市場の上

昇が最も大きく、米国や欧州を上回りました。 

為替市場では、円は対米ドル、対ユーロで円安となりました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 
主要投資対象であるＷＣＭ セレクト 

グローバル グロース株式マザーファン

ド(以下「マザーファンド」といいます｡)

受益証券に投資することにより、実質的

な運用をマザーファンドで行っていま

す。マザーファンドは主として日本を含

む世界各国の株式に投資し、中長期的な

信託財産の成長を目指して、運用を行い

ます。グローバル成長株運用等において

評価の高い米国の運用会社であるＷＣＭ

インベストメント・マネジメント・エルエ

ルシー(以下「ＷＣＭ社」)に運用を委託し

ています。 

期首に保有していた銘柄のうち当期中

に全売却したものは以下のとおりです。これらはＷＣＭ社の運用哲学に合致しなくなったか、

もしくはポートフォリオの価値を高めるより魅力的な銘柄を組入れるために売却したものです。 

 

 
（注） 業種はGICS(世界産業分類基準)に基づくものです。(以下同じです｡) 

 

  

  
（注） 参考指数は、期首の基準価額をもとに指数化したものです。 
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一方、当期に新規に組入れを行った主な銘柄と概要は以下のとおりです。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クはありません。 

コメントは、基準価額と参考指数の騰落率の

対比です。基準価額は分配金再投資ベースです。 

 

 
 

 

 

  

参考指数が27.7％上昇したのに対し、基準価

額は50.9％の上昇となり、参考指数を23.3％

上回る結果となりました。個別銘柄選択効果

がプラスに働いたことがプラスの乖離要因

となりました。 

個別銘柄では、期中から新規購入した銘柄を

含め、シー ADR(アメリカ、一般消費財・サー

ビス流通・小売り)などがマイナスに寄与し

ましたが、シーメンス・エナジー(ドイツ、資

本財)、コンフォート・システムズＵＳＡ(ア

メリカ、資本財)、サーブ(スウェーデン、資

本財)、カーペンター・テクノロジー(アメリ

カ、資本財)、台湾セミコンダクター(台湾、

半導体・半導体製造装置)などがプラスに寄

与しました。 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み(税込み)です。 
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○分配金 
当期の分配金につきましては、収益分配方針に基づき、基準価額水準などを勘案して、見送

らせていただきました。 

なお、収益分配にあてず信託財産内に留保した利益につきましては、運用の基本方針に基づ

いて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第５期 

2025年２月26日～ 
2026年２月25日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 12,935   
（注） 対基準価額比率は当期分配金(税込み)の期末基準価額(分配金込み)に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益および当期の収益以外は、小数点以下を切捨てて表示しているため、合計した額が当期分配金と一致しない場合があります。

 

○今後の運用方針 
マザーファンドへの投資により、中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。マ

ザーファンドの運用委託先のＷＣＭ社では引き続き、独自のファンダメンタルズ調査に基づ

き、持続的かつ強化される参入障壁やそれを下支えする強固な企業文化を有する企業を探し出

して投資を行います。ＷＣＭ社の運用チームは短期的な各種のイベントに起因する相場変動の

リスクやそれらが世界経済にもたらす影響について注視しつつも、長期的かつ持続的な成長を

遂げることが可能と判断した確信度の高い銘柄に厳選投資し、ポートフォリオの運用を続けて

参ります。また、足元の相場環境に囚われることなく、地域やグローバル、あるいは各業界で

次世代のリーダーとなる企業を発掘、厳選することによって、長期的に優良なパフォーマンス

を実現することが可能であると考えています。 
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○１万口当たりの費用明細 (2025年２月26日～2026年２月25日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 359  1.958  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (212)  (1.155)     委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (141)  (0.770)     交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
   情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  6)  (0.033)     運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 54   0.293   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
   売買委託手数料は、有価証券等の売買の際に支払う手数料です。 

 （ 株  式 ） ( 54)  (0.293)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 40   0.216   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
   有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金です。 

 （ 株  式 ） ( 40)  (0.216)   

（d） そ の 他 費 用 4   0.023   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  4)  (0.021)     保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および 
   資金の送金・資産の移転等に要する費用です。 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)     監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査にかかる費用です。 

 （ そ の 他 ） (  0)  (0.001)     信託事務の処理等に関するその他の費用 

 合 計 457   2.490    

期中の平均基準価額は、18,328円です。  

 
（注） 期中の費用(消費税等のかかるものは消費税等を含みます｡)は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファ

ンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は1万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含みます｡)を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第3位未満は四捨五入しています。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額(原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く｡)を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額(1口当たり)を乗じた数で除

した総経費率(年率)は1.98％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は1万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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○売買及び取引の状況 (2025年２月26日～2026年２月25日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンド 27,117,818 59,908,000 167,279 295,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年２月26日～2026年２月25日) 

 

項 目 
当 期 

ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 396,232,675千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 104,122,977千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 3.80   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年２月26日～2026年２月25日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年２月25日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンド 2,742,572 29,693,110 75,788,695 
 
（注） 親投資信託の当期末の受益権総口数は、130,416,810千口です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

親投資信託残高 
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○投資信託財産の構成 (2026年２月25日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンド 75,788,695 99.1 

コール・ローン等、その他 723,223 0.9 

投資信託財産総額 76,511,918 100.0 
 

（注） ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産(328,144,087千円)の投資信託

財産総額(340,991,646千円)に対する比率は96.2％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

 なお、当期末における邦貨換算レートは1米ドル＝155.83円、1ユーロ＝183.46円、1英ポンド＝210.40円、1スウェーデンクローナ＝17.23

円、100韓国ウォン＝10.82円、1新台湾ドル＝4.9499円です。 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2026年２月25日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 76,511,918,157   

 コール・ローン等 723,210,565   

 ＷＣＭ セレクト グローバル グロース株式マザーファンド(評価額) 75,788,695,704   

 未収利息 11,888   

(B) 負債 540,761,029   

 未払解約金 72,776,892   

 未払信託報酬 467,984,137   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 75,971,157,128   

 元本 33,123,135,111   

 次期繰越損益金 42,848,022,017   

(D) 受益権総口数 33,123,135,111口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 22,936円 

 
（注） 期首元本額は3,026,845,364円、期中追加設定元本額は

34,712,992,454円、期中一部解約元本額は4,616,702,707円です。

また、１口当たり純資産額は2.2936円です。 
 

○損益の状況 (2025年２月26日～2026年２月25日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 1,280,671   

 受取利息 1,280,671   

(B) 有価証券売買損益 10,725,708,593   

 売買益 11,724,230,297   

 売買損 △   998,521,704   

(C) 信託報酬等 △   555,012,867   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 10,171,976,397   

(E) 前期繰越損益金 520,289,715   

(F) 追加信託差損益金 32,155,755,905   

 (配当等相当額) (   9,051,406,825)  

 (売買損益相当額) (  23,104,349,080)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 42,848,022,017   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 42,848,022,017   

 追加信託差損益金 32,155,755,905   

 (配当等相当額) (   9,066,170,895)  

 (売買損益相当額) (  23,089,585,010)  

 分配準備積立金 10,692,266,112   
 

（注） (B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みます。

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて

表示しています。 

（注） 信託財産の運用指図に係る権限の一部を委託するために要し

た費用として、このファンドが組み入れているマザーファンド

の純資産総額に対して200億円以下の部分：年1万分の70、200億

円超の部分：年1万分の60の率を乗じて得た金額を信託報酬等

の中から支弁しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設

定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 
 
（注） 収益分配金の計算過程  

項 目 当 期 

(a) 配当等収益(経費控除後) 102,868,128円  

(b) 有価証券売買等損益(経費控除後) 10,069,108,269円  

(c) 収益調整金 32,155,755,905円  

(d) 分配準備積立金 520,289,715円  

(e) 分配対象額(a＋b＋c＋d) 42,848,022,017円  

 (１万口当たり分配対象額) (12,935円) 

(f) 収益分配金 0円  

 (１万口当たり収益分配金) (0円) 
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○お知らせ  

・「投資信託及び投資法人に関する法律」第14条の改正に伴い、投資信託約款の記載変更を行いました。(2025

年4月1日) 

 2023年11月に「投資信託及び投資法人に関する法律」の一部改正が行われ、交付運用報告書については書面

交付を原則としていた規定が変更されました。本件により、デジタル化の推進を通じて顧客の利便性向上を

図るとともに、ペーパーレス化による地球環境の保全など、サステナビリティへの貢献に繋がるものと捉え

ております。今後も顧客本位の業務運営を確保しつつ、電磁的方法での情報提供を進めてまいります。 

 

・当ファンド及びマザーファンドの約款において、各ファンドの信託金限度額を3,000億円から1兆円に引き

上げる変更を行いました。(2025年11月22日) 
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